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■報告事項 １件 

 

１ 子育て世代への支援の拡充について 

         （健康推進課、子ども・子育て支援課）…１ 

 



 



 

 

子育て世代への支援の拡充について 

１.経緯 

令和５年９月・１１月 県議会において、知事が子育て世代への支援の拡充について、

市町村とともに優先順位も含めて検討したいと答弁 

    〃  １２月    子育て支援策に関する市町村の意向調査実施 

  〃 １２月１４日 環境厚生委員会において市町村への意向確認実施の趣旨を説明 

令和６年 １月１１日 市長会及び町村会から知事へ、少子化対策・子育て支援に係る 

           共同要望 

             ⑴ 多くの市町村が子育て支援の中で優先的に取り組むべきと考えて 

              いる「子ども医療費助成」について、県内どの市町村においても、 

              助成の対象年齢を高校生まで拡充できるよう、県として市町村支援を 

              充実すること 
 

             ⑵ 既に高校生までを対象に医療費助成を実施している市町村が行う 

              新たな子育て支援策についても、市町村独自の支援策が実施できる 

              よう配慮すること 

  〃  １月１２日 全員協議会において、知事が、市長会・町村会の共同要望を受 

           け、県議会の意見を聞きながら財政負担も含めた実現可能性な 

           どを検討する旨表明 

    〃  １月１２日 環境厚生委員会において、市町村への意向調査の結果を報告 

    〃  １月    県議会の会派から、市町村と連携して子育て支援の充実を検討 

するよう、知事へ要望 

 

 

２.新たな子育て支援策実施に向けた考え方（２月定例会 知事施政方針） 

⑴ 市町村の回答、市長会・町村会の共同要望、県議会の会派の要望を踏まえ、令和７年度

から、県内全域で医療費助成の対象を１８歳に達する日以後最初の３月末まで拡充でき

るよう、また、既に高校生までを対象に医療費助成を実施している市町村が新たな子育

て支援策を実施できるよう、県と市町村で取り組みたい。 

⑵ この子育て世代への支援の拡充に係る考え方について、県議会のご意見を伺いたい。 

  

令 和 ６ 年 ２ 月 １ ５ 日 

環 境 厚 生 委 員 会 資 料 

健康推進課、子ども・子育て支援課 
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３.子育て支援策の拡充（案） 

⑴ 県の現在の子ども医療費助成等の概要 

① 未就学児 … 乳幼児等医療費助成事業（１／２補助 自己負担あり） 

② 小学生  … しまね結婚・子育て市町村交付金（自己負担あり） 

 （交付金は市町村ごとに上限額があり２分の１以内の助成） 

 

⑵ 県の新たな子ども医療費助成の概要 

新たに小学生、中学生に対する補助制度を設け、支援を拡充 

① 小学生 … 交付金制度から補助制度（１／２補助）に変更 

② 中学生 … 新たに補助制度（１／２補助）を創設 

※ ①②について、未就学児への医療費助成事業と同様に一定の自己負担を前提

とした制度とする。 

（参考） 資料１ 市町村における子ども医療費助成制度の状況 

 

⑶ 県と市町村が一体となって取り組む施策の拡充 

    既に県内すべての市町村において市町村単費で中学生までの医療費助成が行われてい 

ることから、市町村において県の拡充制度により押し出される財源などにより、高校生

の医療費助成や新たな子育て支援策を実施。 

（参考） 資料２ 子ども医療費助成の財源構成のイメージ 

 

① 高校生の医療費助成を未実施の市町村 

１８歳に達する日以後最初の３月末までの医療費助成を実施 

 → 全１９市町村で１８歳に達する日以後最初の３月末までの医療費助成を実施 

② 高校生の医療費助成を実施済みの市町村 

市町村の実情に応じて子育て世代の経済的負担の軽減や子育て支援サービスの拡充 

・確保など新たな子育て支援策を実施 

（参考） 資料３ 市町村が取り組まれる子育て支援施策の拡充 

 

⑷ 実施時期 

    令和 7 年 4 月 

 

４.所要額  

⑴ 小学生と中学生への医療費助成に要する県負担額は、５．５億円と試算 

⑵ このうち１．７億円は市町村交付金からの財源振替により捻出する。新たな財政負担 

は３．８億円 
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令和５年度末時点

高 校 生

中 学 生

小 学 生

未就学児

　

現
状

松
江
市

浜
田
市

出
雲
市

益
田
市

大
田
市

安
来
市

江
津
市

雲
南
市

奥
出
雲
町

飯
南
町

川
本
町

美
郷
町

邑
南
町

津
和
野
町

吉
賀
町

海
士
町

西
ノ
島
町

知
夫
村

隠
岐
の
島
町

無償

自己負担あり

（補足）松江市の中学生への入院を除く通院等の医療費助成は、令和６年4月１日より実施予定であるが、本資料では実施済みとして記載。

補
助
金

交
付
金

　市町村における子ども医療費助成制度の状況

県の

支援 市町村の現在の実施状況

資料１

自己負担
あり

現 状

高 校 生

中 学 生

小 学 生

未就学児

 

拡
充
後

松
江
市

浜
田
市

出
雲
市

益
田
市

大
田
市

安
来
市

江
津
市

雲
南
市

奥
出
雲
町

飯
南
町

川
本
町

美
郷
町

邑
南
町

津
和
野
町

吉
賀
町

海
士
町

西
ノ
島
町

知
夫
村

隠
岐
の
島
町

＜凡例＞ 無償

自己負担あり

入院のみ無償

高校生までの拡充が見込まれる部分

内容の拡充が見込まれる部分

新
た
に
補
助
金
化

補
助
金

市町村の令和７年４月以降の実施状況

県の

支援

自己負担
あり

拡充後の見込み

医療費助成に必要な額 Ａ ５．５億円

交付金の見直しで捻出される額 Ｂ １．７億円

医療費支援に押し出される額 Ｃ＝Ａ－Ｂ ３．８億円
（新たな財政負担額）
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（単位：百万円）

子ども医療費助成（高校生）

※１
その他（候補）

松江市 139.0 未実施 自己負担あり －

浜田市 22.3 自己負担あり －
子ども医療費助成（小学生及び中学

生・無償化、高校生・入院無償化）

出雲市 111.6 未実施 自己負担あり －

益田市 18.2 未実施 自己負担あり －

－

安来市 19.6 未実施 無償 －

江津市 8.2 自己負担あり －
子ども医療費助成（小学生及び

中学生・無償化）

雲南市 25.6 未実施 無償 －

予防接種費助成

幼児園主食費無償化

飯南町 3.0 無償 － 病児保育サービスの開始

川本町 0.8 無償 － 学校給食費無償化

美郷町 1.6 未実施 自己負担あり －

邑南町 3.3 未実施 無償 －

津和野町 2.5 無償 － 子育て世帯への家賃助成

保育所主食費無償化（対象：３

歳児以上）

予防接種費助成

初回産科受診料助成（対象：低

所得世帯）

在宅育児支援金（仮称）給付

予防接種費助成

西ノ島町 1.0 無償 － 入学準備支援金（仮称）給付

知夫村 0.1 無償 － 予防接種費助成

隠岐の島町 4.5 未実施 無償 －

合計 384.7

※１ 子ども医療費助成（高校生）としているものは、高校在籍又は１８歳に達する日以後最初の３月末までを対象として

   実施されている。

※２ 施策の実施にあたっては、押し出される財源に加えて市町村単費が必要となる場合がある。また、記載内容は

   今後変更の可能性がある。

市町村が取り組まれる子育て支援施策の拡充

市町村

県の医療費助成

拡充により

押し出される

市町村単費の財源
（＝新たな県の財政負担額）

現在の

子ども医療費

助成

（高校生）

押し出される市町村単費の財源などで

市町村が取り組まれる施策

（下線は、子ども医療費助成以外の新たな子育て支援策）

大田市 10.4 未実施 無償

奥出雲町 8.4 無償 －

吉賀町 2.2 無償 －

海士町 2.7 無償 －

※２

※１

資料３
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